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1

地域ぐるみの
元気じゃ健診受診率向上の取組

資料４

元気じゃけんひろしま２１
マスコットキャラクター

「そらママ」



元気じゃ健診とは

種類 対象者

元
気
じ
ゃ
健
診

特定健康診査
（特定健診）

広島市国民健康保険に加入している４０～７４歳の方

健康診査 後期高齢者医療保険に加入している方

２

平成28年4月から、健康診査の愛称が『元気じゃ健診』となりました。

●対象の方は1年度に1回、以下の検査を無料で受けられます。

●実施方法 ①医療機関

②集団検診（集会所や公民館）

③広島市健康づくりセンター（中区千田町3丁目8－6）
健診を受診すると
“広島市高齢者いき
いき活動ポイント”
が２ポイント付与
されるよ！
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広島市の平均寿命と健康寿命（平成31年時点）

15.04

9.54

平均寿命

健康寿命

不健康期間

元気に長生きするためには、平均寿命と健康寿命の差（不健康期間）
を短くすることが重要！ ３



年度 H30 H31 R2 R3 R4

受診率（東区） 24.7％ 24.2％ 22.6％ － －

目標受診率 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％

※元気じゃ健診のうち、特定健診の受診率（法定報告値）

5人のうち1人しか
受けていない！！

４

地域団体・医療、介護、障害者支援に関わる
関係者が一丸となって受診率向上に取り組もう！

東区民



令和４年度の取組

① 地域ぐるみの取組

② 医療機関、薬局、歯科医院に
おける取組

③ 世代別の取組

④ 行政（地域支えあい課）による
取組

５



①地域ぐるみの取組

６

●虹の里ふれあいセンター（馬木地区）でのミニ人間
ドックの実施

●東区公衆衛生推進協議会や地(学)区社会福祉協議会、
東区老人クラブ連合会を通じたチラシの配布

●東区地域女性団体連合会と連携した健診サポーター
会議の開催

開催地区：東区女性会に加盟している7地区
（福木、中山、戸坂城山、戸坂、牛田新町、早稲田、尾長）

構成メンバー：各地区女性会会員、地域包括支援センター職員、地区担当保健師

この会議がきっかけで
健診を受診した。

若い世代の受診率をあげ
ないといけないのでは？

病院で初めて受診券持っ
ておいでと言われた！

東区の取組を他区にも波及
させていかないと市全体の
向上にはならないのでは？



②医療機関、薬局、歯科医院における取組

７

●医療機関における積極的実施を依頼

ポスター

ステッカー

●元気じゃ健診実施医療機関（57か所）のうち、高齢者
いきいき活動ポイント事業登録医療機関を増やす

地区担当保健師が元気じゃ健診実施医療機関を訪問し、
受診勧奨ポスターやステッカーの掲示を依頼。

令和３年度 ４０か所 令和４年度 ４６か所



②医療機関、薬局、歯科医院における取組

８

●薬局、歯科医院におけるポスター掲示

薬局での掲示の様子



③世代別の受診率向上の取組（子育て世代、働く世代）

９

●保育園・幼稚園でポスター掲示

●民生委員による「こんにちは赤ちゃん
訪問」で保護者へ受診勧奨

●地区担当保健師による新生児訪問、
乳幼児健診で保護者へ受診勧奨

保育園での
掲示の様子

●障害者支援事業所職員が担当の障害者へ受診勧奨



③世代別の受診率向上の取組（高齢世代）

10

●地域包括支援センターが高齢者の集いの場等で受診勧奨

●ケアマネジャーが介護サービス利用者へ受診勧奨

地域包括支援センター職員が健康教室で
健診の案内をしている様子

地域包括支援センターの窓口での広報の様子



④行政（地域支えあい課）による取組
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●Facebook・区役所広告モニター等を活用した広報

区役所広告モニターで啓発動画を放映している様子



④行政（東区地域支えあい課）による取組
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●区報ひがし９月１日号での広報

・ミニ人間ドックの実施

・夜間の集団検診の実施

・元気じゃ健診連続受診者へのインセン

ティブ（QUOカードプレゼント）の実施

●受診しやすい体制づくり



13

特定健診の受診率が向上しています‼

令和４年度の受診率（東区）も昨年同時期に比べてアップ！

（令和3年11月） （令和4年11月）

11.7％ ⇒ 12.2％

年度 H30 H31 R2 R3 R4

受診率（東区） 24.7％ 24.2％ 22.6％ 24.8％ －

目標受診率 25.0％ 30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％

2.2ポイントアップ！



受診率４５％を達成するには…
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地区
令和４年度特定健診受診率 （R4年11月時点） 受診率45％にする

ために必要な人数
あと何人で達成

対象者数（人） 受診者数（人） 受診率

福木・
温品

福田 1,227 179 14.6% 552 373

馬木 1,015 120 11.8% 457 337

上温品 870 93 10.7% 392 299

温品 992 121 12.2% 446 325

戸坂

東浄 744 101 13.6% 335 234

戸坂城山 910 115 12.6% 410 295

戸坂 1,926 269 14.0% 867 598

牛田・
早稲田

牛田新町 883 117 13.3% 397 280

牛田 1,990 215 10.8% 896 681

早稲田 727 85 11.7% 327 242

二葉

中山 1,396 160 11.5% 628 468

尾長 2,894 324 11.2% 1,302 978

矢賀 926 111 12.0% 417 306

合計 16,500 2,010 12.2% 7,425 5,415

令和４年度目標

「東区まちづくりプラン－自分たちのまちは自分たちで創る－」で掲げている目標値



元気じゃ健診受診率向上に向けて
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・自らが受診
・受診の声かけや広報
を充実

・「受診券持っておいで」と
声かけ

・元気じゃ健診実施医療機
関と分かるようチラシや
ポスターを掲示

・薬局や歯科医院でのポス
ター掲示

医療機関・
医療関係者健診サポーター

地域住民・団体

介護関係者・
障害者支援事業所、
地域包括支援センター

受診率UP

東区民担当している障害者や
高齢者、地域のサロン等で、
受診の必要性や受診方法
を説明。

行政
（東区地域支えあい課）

・受診券発行や広報の充実
・健診サポーター養成講座
の開催

・地区担当保健師による
元気じゃ健診実施医療機関
への訪問等

「元気で長生き！住んで良かった！」と思える東区を目指して…
地域団体・医療、介護、障害者支援に関わる関係者が一丸となって取り組みましょう！


